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都心のターミナルには再び雑踏が戻り，日本の各都
市には旅行客が戻ってきています。相変わらず感染症
対策に余念のない日々ですが，過去 2 年の Covid の
生活から解放されつつあるのを実感する今日この頃で
す。大学病院の外来患者数も以前の 8〜9 割まで戻
り，手術件数も回復してきました。

久しぶりの会食で旧友や海外の友達に会うと，一様
に心が弾み，とても嬉しくなります。長きにわたり強
制的に疎外されていた者同士が出会うので感激もある
のでしょう。私は，この 2 年間で自分の時間を見つ
め直すことができました。そのような先生は多いので
はないでしょうか。週末の時間が捻出されるようにな
り，論文作成や趣味への時間の創出，あたらしいこと
への挑戦など，これまでできなかった時間の使い方が
できるようになりました。少しゆとりをもって生活で
きるならば，あくせく働く必要はないことを実感して
います。

今月の特集は，神経眼科です。視神経炎関連の論文
数やその検索数が急上昇していることを中澤先生が指
摘していますが，この 2 年で神経眼科疾患が増えて
いるのを私の外来でも実感します。たとえば，以前は

あまりみられなかった甲状腺眼症の患者がすごく増え
ています。眼球運動，瞳孔，画像検査など神経眼科の
最新の基礎的事項を確認できる内容になっています。

綜説の執筆者は，柳先生，西口先生です。重要なこ
とですので，是非，一読して押さえて欲しいと思いま
す。今後の眼科診療の道筋が見えてきます。たとえ
ば，外来でよく見かける加齢黄斑変性の正しい定義を
覚えることで，患者さんにも最新情報を伝えることが
できると思います。nAMD，type 1 NMV などあた
らしい言葉の定義，新旧の分類表にわかりやすく出て
いるので確認すると良いと思います。また，遺伝子治
療もようやくと臨床実用可能の時がきています。アデ
ノ随伴ウイルスベクターの技術の向上で，RPE65 遺
伝子の補充が可能になりました。これは，とても画期
的なことであり眼科が先がけてリードしている分野で
すね。連載の白内障手術のウェットラボのトレーニン
グ方法も研修医の先生の参考になりますし，Ngenu-
ity Ⓡの手術ネタも臨床家には有益な情報です。

今月号もとても中身のある内容で，ご一読くださ
い。皆さまにとり，良い夏の到来となりますように。
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